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はじめに
Balancedcross-section(バランス断面図）

のarlstrom,1969)という断面図の作成法は，断
面図の中に描かれている地層が，摺曲や断層な
どの変形を元に戻した時に，変形前の地層が積
み重なったテンプレート(template)に過不足
なく復元できるように作るものである．断層の
形態や変位，摺曲のでき方などには多くの幾何
学的制約が存在するため，断面図を作成する時
に元のテンプレートに復元可能かどうかを常に
念頭に置いておく必要がある．地表調査で得ら
れた地層や断層の走向・傾斜から，丹念に地下
やすでに侵食されてしまった空中の部分の断面
を合理的な断層の動きで復元可能なように描い
ていくわけである．balancedという言葉は作成
された断面図と変形前の地層のテンプレート
が，釣り合っているという意味から使われてい
る.BCS作成にあたっての基本的な仮定は，
(1)変形は平面歪である，(2)変形による地層の
体積変化はない，(3)摺曲は平行摺曲である，
の３点であるが，これにはずれる場合でもそれ
ぞれの影響を見積って作成される．
BCS作成法に関しては,Woodwardetal.

(1985)"Woodwardetal.(1989)に詳しく説明され
ているし，1985年以降に出版された一般的な構
造地質学の教科書でも取り上げられ，特に
Marshak&Mitra(1987)では30ページにわたって
詳しく説明きれている.BCSの概要に関しては
村田(1988)が簡単に紹介しており，また，研究

スコットランドのカレドニア造山帯のMoine
thrustzone(MTZ)はPeachetal.(1907)によって地
質構造が体系的に明らかにされて以来，世界で
最も研究された衝上断層帯のひとつである．
MTZに関する研究は1970年代までに数多くあっ
たが,Elliott&Johnson(1980)はBalancedcross-
section(BCS)の考えを導入して，複雑なMTZの
再検討を行った．これは，衝上断層帯の認可学
とその形成メカニズムは，変形前の状態に戻す
ことができるかどうかを，あらゆる変形の段階
で確認することによって，正しく理解されると
いうことによる(Dahlstrom,1969).彼らはBCS
の作成によって，後に述べるduplexを認定し，
衝上断層群の形成順序について従来と異なる考
えを出した．この論文はMTZの研究者たちに大
きなインパクトを与え，その後主にCowardや
BuderによってBCSの考えを導入した研究が行
われた．
ここではBCSとduplexについて概説した後，

MTZのナシプテクトニクスの研究の中で,BCS
の作成がどういう貢献をしたかについて概観す
る．また，紙数の関係で図を多く載せることが
できないので，それぞれの文献を参照していた
だきたい．
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